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Spark!
ミライへのヒント。
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活動期間 令和5年8月～令和6年2月



「学生による社会課題解決プログラム」って?
名古屋市が抱える社会課題・行政課題の解決に向けて、公募により結成さ

れた学生のプロジェクトチームが市の関係部署と連携しながら活動を行うプ
ログラム。各チームの活動にはコーディネーターがサポートに入り、大学の
枠を超えたメンバーがアイデアを出し合いながら、チームで課題解決に向け
取り組みました。

〇活動期間
令和5年8月～令和6年2月

〇参加人数
40名（1年:5名、2年:14名、3年:17名、4年:3名、博士課程:1名）

月 活動内容

８
○参加者募集（6/12～7/11）
○キックオフイベント(8/10)
○活動開始

９
・スキル習得セミナー①(8/31)

（バックキャスティング）
・ドライブイベント（9/7）

10
・チーム交流イベント①（10/19）

（フィードバック交流会）

11
・特別セミナー（11/9）（TikTok活用術）
・スキル習得セミナー②（11/13）

（相手を理解するための質問方法）

12 ・プレゼンテーションセミナー（12/12）

１
・活動のまとめ

２ ○成果報告イベント(2/17)

プログラムの歩み
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学生と名古屋市が協働で取り組んだ課題

課題１ 人にやさしいまち、名古屋をめざそう!
～アジア競技大会・アジアパラ競技大会に向けたまちづくり～

（担当課:総務局アジア・アジアパラ競技大会推進室）

課題２ 伝えたい! 使ってほしい! 安心･安全でおいしい名古屋の水道水
～安心・安全でおいしい水道水の魅力発信～

（担当課:上下水道局経営企画課）

課題３ 立ち止まってほしい…エスカレーター大作戦!
～エスカレーターの安全利用促進に向けた啓発～

（担当課:スポーツ市民局消費生活課）

課題４ 生涯学習センターを多様な世代がつながる拠点にしたい!
～生涯学習センターに若い世代を取り込む工夫～

（担当課:教育委員会事務局生涯学習課）



なごや学生社会課題解決プログラム 課題①活動報告サマリー
人にやさしいまち、名古屋をめざそう!

3年後の2026年、愛知・名古屋でアジア競技大会・アジアパラ
競技大会が開催され、多くの人が名古屋を訪れます。皆さんは、
まちで助けを必要としている人を見かけた時、積極的に声掛け
ができていますか?名古屋を訪れる人が安心して過ごせるように、
皆が助け合いの気持ちを行動に移したくなる方法を一緒に考え
ましょう。

✔人にやさしいまちづくりのために助けを必要としている人
は誰なのか?何をすれば当事者意識が生まれるのか?を検討

✔パラスポーツにより障がい者体験ができるイベントを企画
し、実施

✔イベント集客の大変さからターゲットとなる2030年までに
どのような行動が必要なのかを再検討

テーマ

担当課 総務局アジア・アジアパラ競技大会推進室
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活動の様子
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Step Action
チーム名の由来

① 人にやさしいまちにするには何が必要なのかを、メンバーの
経験から仮説を立案

② 仮説検証のためのイベントを企画し実施

③ イベントの準備から得た気付きと、イベント実施で検証でき
た事から未来に向けての行動を提案

人に優しいまちづくりのた
めに次なる一歩を踏み出し、
行動を起こす意識をもつ!
という想いが込められてい
ます
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なごや学生社会課題解決プログラム 課題①活動報告サマリー
人にやさしいまち、名古屋をめざそう!

3年後の2026年、愛知・名古屋でアジア競技大会・アジアパラ
競技大会が開催され、多くの人が名古屋を訪れます。皆さんは、
まちで助けを必要としている人を見かけた時、積極的に声掛け
ができていますか?名古屋を訪れる人が安心して過ごせるように、
皆が助け合いの気持ちを行動に移したくなる方法を一緒に考え
ましょう。

テーマ

担当課 総務局アジア・アジアパラ競技大会推進室
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STUアジアンピーポー
チーム名の由来

✔やさしいまちづくりのために、声掛けができる人を増やす
必要性に着目

✔困っている外国人の方に気軽に声掛けができる成功体験が
できるイベントを企画・実施

✔イベント内容の有効性が確認できたので、声掛けができる
人を増やしていく方法を再検討

① 助けあいが当たり前になるために必要な行動を整理

② 成功体験が声掛けのハードルを下げるのでは、という仮説
を立て、イベント実施を通じてその仮説を検証

③ イベント実施から得た学びと参加者の声から未来に向けた
取り組みを提案

メンバーの苗字の頭文字
をアルファベット順に並
べ、課題の関連単語と繋
げてチーム名にしました
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なごや学生社会課題解決プログラム 課題②活動報告サマリー
伝えたい!使ってほしい!安心・安全でおいしい名古屋の水道水

普段何気なく使っている水道水。名古屋の水道水は安心・安全
でおいしいという評価をいただいていますが、その魅力をもっ
と皆さんに伝えたい!おいしい水道水をお届けする取組みをま
とめた計画「日本一安心・安全でおいしい水道水プロジェクト
2023」を、水道水を使う皆さんにより一層伝わる計画とし、名
古屋の水道水のおいしさをまちの魅力として発信する方法を考
えます。

テーマ

担当課 上下水道局経営企画課
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水しぶ木
チーム名の由来

① 初期のアイデアの共有や情報収集方法など、実施アイデアに
至るまでの経緯

② 水道水についての動画を撮影・制作・配信

③ 動画制作・配信を通じて得た気づきと、今後に向けた改善点
等の提案

おいしい水は良質な木が上
流にあるからこそなので、
水と木を強調し連想できる
ようにという想いが込めら
れています
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✔ Tiktokセミナーからフォロワーの数に限らず動画を拡散でき
る仕組みを知り、若者向けショート動画の作成をすることに

✔「名古屋の美味しい水道水」→「喫茶文化などの食文化」と
いうロジックから、軟水と硬水の違いに着目し、それを理解
してもらう料理教室イベントの開催を検討

✔イベントは開催せず、軟水と硬水の違いを紅茶などでわかる
動画を作成。その他、浄水場職員へのインタビューを動画に
するなど、ショート動画作成からおいしい水を広める展開に




